
い
つ
食
べ
る
か
？

横 澤 泰 雄

で
し
ょ
！
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長
井
商
工
会
議
所
が
全
国
展
開

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す
る
や
否

や
、
真
っ
先
に
開
発
し
た
と
い
う

ヒ
ッ
ト
商
品
。
馬
肉
関
連
商
品
は

数
あ
れ
ど
、
ご
飯
モ
ノ
・
丼
モ
ノ

と
し
て
ゲ
ッ
ソ
リ
胃
袋
を
ガ
ッ
ツ

リ
満
た
せ
る
の
は
現
在
コ
レ
だ
け

の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
。
通
常
は
〝
お

ら
ん
だ
市
場 

菜
な
ポ
ー
ト
〟
で

惣
菜
品
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
御
食
事
処
べ
に
花
の
「
裏

メ
ニ
ュ
ー
」
と
し
て
お
店
で
注
文

で
き
る
と
い
う
の
は
コ
コ
だ
け
の

秘
密
。
ご
飯
と
馬
肉
を
ド
ン
ド
ン

食
べ
る
な
ら「
馬
肉
丼
」で
し
ょ
！

御
食
事
処 

べ
に
花
の

　
　
　「
馬
肉
丼
」

2
日
㈮　

お
き
た
ま
創
業
塾
in
米
沢（
米
沢
商
工
会
議
所
）

3
日
㈯　

な
が
い
水
ま
つ
り

5
日
㈪　

選
挙
人
名
簿
縦
覧
の
公
示

6
日
㈫	

マ
ル
経
審
査
会

7
日
㈬　

生
産
基
盤
技
術
研
修
・
金
属
プ
レ
ス
学
科
（
研

修
室
）

生
産
基
盤
技
術
研
修
・
ワ
イ
ヤ
放
電
学
科
（
相

談
室
）

8
日
㈭	

選
挙
人
名
簿
縦
覧
（
〜
12
日
）

　
　
　
　

お
き
た
ま
創
業
塾
in
米
沢（
米
沢
商
工
会
議
所
）

9
日
㈮　

青
年
部
会
第
1
回
臨
時
総
会
（
研
修
室
）

10
日
㈯　

生
産
基
盤
技
術
研
修
・
マ
シ
ニ
ン
グ
実
技
（
ニ

ク
ニ
）

19
日
㈪　

六
部
会
正
副
部
会
長
会
議
（
研
修
室
）

や
ま
が
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
創
業
応
援
事
業
審
査
会

（
米
沢
商
工
会
議
所
）

21
日
㈬　

三
役
会
（
会
頭
室
）

常
議
員
会
（
ア
ゼ
リ
ア
）

生
産
基
盤
技
術
研
修
・
金
属
プ
レ
ス
学
科
（
研

修
室
）

生
産
基
盤
技
術
研
修
・
ワ
イ
ヤ
放
電
学
科
（
相

談
室
）

22
日
㈭　

選
挙
会
（
会
頭
室
）

支
部
長
会
（
研
修
室
）

な
が
い
産
業
フ
ェ
ア
企
画
実
行
委
員
会
（
研
修

室
）

27
日
㈫　

県
知
事
と
の
要
望
懇
談
会
（
県
庁
）

29
日
㈭　

な
が
い
馬
肉
の
日

30
日
㈮　

置
賜
地
区
商
工
団
体
協
議
会
／
置
賜
総
合
支
庁

長
へ
の
要
望

今
月
の
行
事
予
定
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創業者たち
新シリーズ

　

先
ご
ろ
行
わ
れ
た
総
会
に
て
、
あ
か
し
あ
産
業
団
地
会
（
あ
か
し
あ
橋
北
側
に
立
地
す
る
企
業
23
社
で

構
成
）
の
会
長
に
就
任
し
た
。
昭
和
28
年
4
月
南
陽
市
漆
山
生
ま
れ
。
中
学
時
代
は
軟
式
テ
ニ
ス
、
下
宿

生
活
を
送
っ
た
米
沢
興
譲
館
で
は
剣
道
部
。「
大
学
時
代
に
い
ろ
い
ろ
覚
え
ま
し
た
」
と
い
う
明
治
大
（
政

経
学
部
）
で
の
部
屋
の
本
棚
に
は
書
籍
よ
り
ト
リ
ス
の
空
瓶
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
た
。
地
元
に
戻
り
た

い
と
考
え
て
い
た
、
と
し
な
が
ら
「
東
京
の
水
が
合
わ
な
か
っ
た
の
か
な
ぁ
」
と
笑
う
。

　

山
形
相
互
銀
行
（
現
在
の
き
ら
や
か
銀
行
）
に
入
行
が
決
ま
り
帰
郷
。
南
陽
支
店
を
皮
切
り
に
宮
内
支

店
、
長
井
支
店
と
転
じ
た
。「
銀
行
で
は
良
い
先
輩
に
恵
ま
れ
た
」
と
多
方
面
で
活
躍
し
、
平
成
15
年
か
ら

山
形
精
密
鋳
造
に
経
営
支
援
出
向
、
現
在
同
社
の
取
締
役
総
務
部
長
に
。
銀
行
員
当
時
、
健
康
診
断
で
「
基

準
値
超
え
」
要
改
善
項
目=

7
つ
が
、
出
向
後
3
か
月
で
2
つ
に
減
り
お
ま
け
に
体
重
も
減
っ
た
、
と
当

時
を
振
り
返
る
。「
外
で
飲
む
機
会
が
激
減
し
た
の
が
理
由
」
と
し
な
が
ら
、
日
本
酒
の
利
き
酒
が
で
き
る

ほ
ど
酒
を
嗜
む
。
永
年
の
愛
煙
家
で
も
あ
る
。

　

前
職
場
で
の
同
僚
同
志
。
共
同
経
営
で
開
業
し
て
約
9
か
月
「
客
も
切
れ
な
い
。
お
か
げ
さ
ま
で
な
ん
と
か
。
キ
ズ
、
ヘ
コ
ミ
の
板
金
塗
装
、

整
備
、
フ
レ
ー
ム
矯
正
ま
で
何
で
も
や
っ
て
ま
す
」
向
上
心
溢
れ
る
経
営
姿
勢
の
お
二
方
だ
。

●
開
業
予
定
地
を
絞
り
込
み
自
己
資
金
を
確
保

　

当
所
を
訪
れ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
、
ク
チ
コ
ミ
で
「
開
業
相
談
は
商
工
会
議
所
に
行

く
と
良
い
」創
業
計
画
を
本
格
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
平
成
24
年
5
月
末
。
自
己
資
金
は
あ
ら
か
た

確
保
し
た
も
の
の
「
ま
だ
足
り
な
い
」。
足
り
な
い
資
金
は
借
入
金
で
⇩
金
融
機
関
…
と
な
る
。

早
速
事
業
計
画
の
作
成
に
着
手
し
た
。

●
売
上
の
方
程
式

　

売
上
は
、
次
の
式
か
ら
成
り
立
つ
こ
と
を
説
明
し
た
。

売
上 

＝ 
客
数 
× 

客
単
価 

× 

リ
ピ
ー
ト
数

さ
ら
に
、
客
数
は

客
数 

＝ 

既
存
客 
＋ 
新
規
客 

� 

流
出
客　

に
分
解
。

客
単
価
は
、

客
単
価 

＝ 

商
品
単
価 

× 
購
入
点
数　

に
分
解
。

　

つ
ま
り
、
売
上
を
上
げ
る
に
は
、
①
新
規
を
増
や
す
②
流
出
を
減
ら
す
③
リ
ピ
ー
ト
回
数
を

増
や
す
④
高
い
商
品
を
購
入
し
て
も
ら
う
⑤
多
く
の
商
品
を
購
入
し
て
も
ら
う

　

こ
の
行
動
を
す
れ
ば
良
い
。
過
去
業
歴
が
な
い
中
で
売
上
数
値
の
信
ぴ
ょ
う
性
（
本
当
に
ク

ル
マ
が
入
庫
す
る
か
？
）
を
い
か
に
計
画
数
値
と
し
て
表
す
か
、
何
度
も
練
り
直
し
た
。

●
金
融
機
関
に
共
感
を
得
る
計
画

　

お
二
方
共
に
板
金
整
備
の
業
界
経
験
は
永
い
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
応
じ
た
客
単
価
の
経
験
値

は
豊
富
。
開
業
準
備
期
に
得
意
先
回
り（
営
業
活
動
）も
怠
り
な
く
や
る
つ
も
り
。
し
か
し「
必

ず
受
注
あ
る
こ
と
の
証
明
」
は
ひ
と
つ
も
な
い
。「
保
険
修
理
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
大
手
整
備
工

場
か
ら
受
注
あ
る
予
定
」
と
し
な
が
ら
、
根
拠
の
な
い
潜
在
顧
客
を
売
り
上
げ
計
画
に
リ
ア
ル

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
…
悩
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
次
号

あ
か
し
あ
産
業
団
地
会

会
長小 

川
　 

章
さ
ん

ボディショップ・RISE（レイズ）
自動車板金塗装・自動車整備
長井市九野本1196-1　87-0277
代表者：福嶋　貴士（35）
　　　：菅野　雄一（34）
ROSE（レイズ）は「向上心」･･･ 持ってやり
ましょう、ってとこですかね !!

平
成
24
年
11
月
創
業

　
板
金
塗
装
・
自
動
車
整
備
の
独
立
開
業

　
　
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
・
レ
イ
ズ　
の
場
合
⑴

●山形市在住。妻と二人暮らし。

●事務所（左）はプレハブ式。「事務所棟を建てることが当面
の目標」

●7/18の大雨で浸水した車が入庫してきた。
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「
議
員
」
は
商
工
業
者
の
代
表
で
す

　
「
議
員
」
と
い
う
と
国
会
議
員
や
市
議

会
議
員
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、「
商
工
会
議
所
法
」
と
い
う
法
律
の

中
に
は
、
商
工
会
議
所
も
会
員
企
業
の
中

か
ら
地
域
商
工
業
者
の
代
表
と
し
て
議
員

を
選
挙
で
選
挙
で
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

選
ば
れ
た
議
員
は
、
商
工
会
議
所
の
最

高
の
議
決
機
関
で
あ
る
「
議
員
総
会
」
の

構
成
員
と
し
て
、
商
工
会
議
所
の
運
営
に

つ
い
て
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
議
員
定
数
は
「
68
名
」

　

商
工
会
議
所
の
議
員
選
挙
は
、
広
く
商

工
業
者
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
68
名

の
議
員
を
幅
広
い
範
囲
か
ら
選
出
し
ま
す
。

議
員
は
選
出
方
法
に
よ
っ
て
、「
1
号
議

員
」、「
2
号
議
員
」、「
3
号
議
員
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
選
出
方

法
が
、
商
工
会
議
所
法
第
41
条
第
2
項
の

１
号
〜
3
号
（
長
井
商
工
会
議
所
定
款
第

35
条
第
2
項
の
１
号

〜
３
号
）
に
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
お
よ
び

選
任
は
、
10
月
末
ま

で
に
、
3
号
議
員
→

2
号
議
員
→
１
号
議

員
の
順
で
行
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
選
出

方
法
は
異
な
り
ま
す

が
、
議
員
の
資
格
に

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
１
号
議
員
の
選
挙
【
定
数
35
名
】

　

１
号
議
員
の
選
挙
は
、
議
員
定
数
68
名

の
う
ち
35
名
を
投
票
に
よ
っ
て
選
出
す
る

制
度
で
す
が
、
公
職
選
挙
が
「
人
が
人
を

選
ぶ
」
も
の
と
す
れ
ば
、
商
工
会
議
所
の

議
員
選
挙
は
「
企
業
が
企
業
を
選
ぶ
」
わ

け
で
、
そ
こ
に
は
公
職
選
挙
に
は
見
ら
れ

な
い
特
別
の
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
投
票
権
は
最
高
50
票

　

公
職
選
挙
で
は
、
20
歳
以
上
の
男
女
に

一
人
一
票
の
投
票
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
１
号
議
員
選
挙
の
場
合
は
会
費
の

口
数
に
応
じ
、
複
数
の
投
票
権
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
投
票
権
に
は

上
限
が
あ
っ
て
、
一
会
員
あ
た
り
票
数
は

50
票
以
下
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
選
挙
人
名
簿
確
定
の
日
ま
で
に
会
費

を
完
納
し
な
い
会
員
に
は
投
票
権
が
あ
り

ま
せ
ん
。

（
例
１
）　

会
費
口
数
を
３
口
持
っ
て
い
る

会
員
は
、
選
挙
人
名
簿
確
定
の

日
ま
で
に
会
費
を
納
入
し
て
い

れ
ば
、
３
票
分
の
投
票
権
が
生

じ
ま
す
。

（
例
２
）　

会
費
口
数
80
口
の
会
員
は
会
費

を
納
入
し
て
い
て
も
上
限
の
50

票
に
制
限
さ
れ
ま
す
。

	

・
こ
の
ほ
か
、
特
定
商
工
業
者
に
つ
い
て

は
、
選
挙
人
名
簿
確
定
の
日
ま
で
に
負
担

金
を
納
入
す
れ
ば
、
さ
ら
に
１
票
分
の
投

票
権
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
２
号
議
員
の
選
任
【
定
数
23
名
】

　

商
工
会
議
所
は
、
地
域
経
済
の
総
合
的

な
発
展
を
図
る
と
い
う
重
大
な
使
命
を

持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
商
工
業
の

代
表
と
し
て
の
議
員
は
、
幅
広
い
業
種
の

中
か
ら
選
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
会
議
所
の
会
員
は
、
業
種
別
に
6
つ
の

部
会
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
２
号
議
員
の

選
任
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
総
会
を
順

次
開
催
し
、
部
会
ご
と
に
割
り
当
て
ら
れ

た
議
員
を
選
任
す
る
制
度
で
す
。

　
３
号
議
員
【
定
数
10
名
】

　

３
号
議
員
は
、
地
域
商
工
業
の
発
展
の

た
め
に
ぜ
ひ
と
も
議
員
と
し
て
参
加
し
て

欲
し
い
企
業
や
、
事
業
が
公
共
的
性
格
の

た
め
選
挙
に
な
じ
ま
な
い
企
業
の
会
員
の

中
か
ら
、
会
頭
が
常
議
員
会
の
同
意
を
得

て
選
任
す
る
議
員
の
こ
と
で
す
。

　
「
会
費
の
納
入
」
は
お
早
め
に
！

　

議
員
選
挙
で
選
挙
権
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
商
工
会
議
所
の
会
員
と
特
定

商
工
業
者
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

会
員
や
特
定
商
工
業
者
の
資
格
が
あ
っ
て

も
無
条
件
に
選
挙
権
が
生
ず
る
も
の
で
な

く
、
選
挙
人
名
簿
が
確
定
す
る
ま
で
に
平

成
25
年
度
前
期
ま
で
の
会
費
を
完
納
し
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
費
は
お
早

め
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は

現
在
の
商
工
会
議
所
議
員
・
役
員
の
任
期
は

10
月
末
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。

商
工
会
議
所
議
員
の

改 

選 

期

特集

◆１号議員 35 名 公職選挙のように、会員や特定商工業者
によって会員のうちから選挙する議員

◆２号議員 23 名 業種別の部会が部会員のうちから選任す
る議員

◆３号議員 10 名 会頭が常議員会の同意を得て会員のうち
から選任する議員
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商
工
会
議
所
役
員
も
改
選
と
な
り
ま
す

　

現
在
の
役
員
（
会
頭
、
副
会
頭
、
専
務

理
事
、
常
議
員
及
び
監
事
）
も
10
月
末
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
議

員
改
選
後
の
臨
時
議
員
総
会
に
お
い
て
選

任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
改
選
の
方

法
は
、
長
井
商
工
会
議
所
の
定
款
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

　

7
月
9
日
に
会
頭
室
に
お
い
て
中
小
企

業
活
性
化
委
員
会（
松
田
眞
知
子
委
員
長
）

が
開
か
れ
、
コ
ス
ト
高
と
価
格
転
嫁
へ
の

対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
さ
ら

に
国
の
中
小
企
業
支
援
事
業
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
、
円
安
進
行
に

よ
る
資
材
等
の
値
上
が
り
、
電
気
料
金
の

値
上
げ
、
消
費
税
の
ア
ッ
プ
な
ど
、
中
小

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
コ
ス
ト
上
昇
の

要
因
が
軒
並
み
多
く
、
中
小
企
業
と
し
て

価
格
転
嫁
へ
の
対
応
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

国
の
中
小
企
業
支
援
事
業
に
つ
い
て
学
び

な
が
ら
、
当
地
域
の
中
小
企
業
に
対
し
当

所
と
し
て
ど
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。

　

協
議
で
は
、
各

業
界
の
地
域
活
性

化
へ
の
ベ
ク
ト
ル

を
同
じ
く
し
て
、

協
調
や
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
よ

り
強
力
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
等
が
出
さ

れ
た
。

　

会
員
の
業
種
別
に
六
つ
に
構
成
さ
れ
た

各
部
会
に
お
い
て
、
生
活
衛
生
・
観
光
、

建
設
、
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
、
商
業
の
四
つ

の
部
会
が
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
い
ず

れ
の
部
会
も
平
成
24
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
お
よ
び
平
成
25
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
が
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
事
業
計
画
の
中
で
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
の
た
め
の
臨
時
部
会
総
会
開
催

案
が
示
さ
れ
た
。

◆
生
活
衛
生
・
観
光
部
会
◆

　
（
青
木
芳
夫
部
会
長
代
行
）

　

7
月
3
日　

中
央
会
館

◆
建
設
部
会
◆

　
（
飯
鉢
文
吉
部
会
長
）

　

7
月
9
日　

ア
イ
リ
ス

◆
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
◆

　
（
鈴
木
宏
明
部
会
長
）

　

7
月
11
日　

研
修
室

◆
商
業
部
会
◆

　
（
齋
藤
喜
内
部
会
長
）

　

7
月
19
日　

平
田
海
産
物
店

長井商工会議所　第 15 期議員選挙
選任スケジュール予定

「会員」と「特定商工業者」の相違

月 日 項　　　目

8

1 選挙人名簿基準日
5 選挙人名簿縦覧の公示
8〜12 縦覧期間
16 選挙人名簿の確定日

22

3号議員の公示
2号議員割当数と
　　　　　選任期間を公示
臨時議員総会の
　　　開催日と場所の公示

9

3〜11 2 号議員の選任期間（6つの部会）

17

選任された2号議員の氏名の公示
1号議員の通常選挙
期日・場所・人数の公示
1号議員立候補受付開始

10

7 1 号議員立候補の締切
（午後5時）

8 ※ 1号議員の氏名の公示
（無投票の場合）

15 ※ 1号議員の氏名の公示
（定員超の場合）

11 1 臨時議員総会

会
員
会員は任意加入制度で、市内の商工業者ならどなたでも会員にな
ることができます。商工会議所の運営を支え、事業活動の推進力
となるのがこの会員です。

特
定
商
工
業
者

本商工会議所の特定商工業者とは、毎年 4月 1 日現在において、
それまで 6月以上引き続き本商工会議所の地区内に営業所等を有
する商工業者のうち、次の各号のいずれかに該当する者をいう。
⑴ 4月１日現在における本商工会議所の地区内の営業所等で常時
使用する従業員の数が 20 人（商業又はサービス業に属する事
業を主たる事業として営む者については、5人）以上である者
⑵ 4月１日現在における資本金額又は払込済出資総額が 300 万円
以上である者

会　
　

頭

議
員
総
会
に
お
い
て
、
会
員
の

う
ち
か
ら
選
任
す
る
。

副
会
頭

議
員
総
会
の
同
意
を
得
て
、
会

頭
が
会
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す

る
。

専
務
理
事

議
員
総
会
の
同
意
を
得
て
、
会

頭
が
選
任
す
る
。

常
議
員

議
員
総
会
に
お
い
て
、
議
員
の

う
ち
か
ら
選
任
す
る
。

監　
　

事

議
員
総
会
に
お
い
て
、
会
員
の

う
ち
か
ら
選
任
す
る
。

コ
ス
ト
高
と
価
格
転
嫁
へ
の
対
応
を
協
議

中
小
企
業
活
性
化
委
員
会

●
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
へ
の
対

応
策
を
検
討
し
た
中
小
企
業
活
性
化
委
員
会

各
部
会
通
常
総
会
開
催
報
告
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年
10
月
１
日
（
以
下
「
指
定
日
」
と
い

う
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
締
結
し
た
請
負

工
事
等
に
係
る
契
約
が
行
わ
れ
た
場
合
に

は
、
引
渡
し
が
平
成
26
年
4
月
1
日
（
施

行
日
）以
後
に
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

現
行
の
5
％
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
日
以
後
に
契
約
し
た
も
の

で
あ
っ
て
も
引
渡
し
が
施
行
日
の
前
日
ま

で
に
完
了
す
る
も
の
も
現
行
の
5
％
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
契
約
後
に
追
加
工
事
等
で
契

約
金
額
が
増
額
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

元
々
の
契
約
を
含
む
全
体
が
8
％
（
新
税

率
）
の
適
用
を
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、

増
額
分
の
金
額
の
み
が
8
％
（
新
税
率
）

の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
指

定
日
ま
で
に
結
ん
だ
契
約
を
何
ら
か
の
事

由
で
一
旦
破
棄
し
、
新
た
に
再
契
約
す
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
再
契
約
分
全
て
が

8
％
（
新
税
率
）
の
適
用
対
象
に
な
り
ま

す
。

３
．
経
過
措
置
の
対
象
と
な
る
「
請
負
工

　
　
事
等
」
の
契
約
の
内
容

　

対
象
と
な
る
契
約
は
「
仕
事
の
完
了
に

長
期
間
を
要
し
、
か
つ
、
そ
の
仕
事
の
目

的
物
の
引
き
渡
し
が
一
括
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
契
約
に
係

る
仕
事
の
内
容
に
つ
き
相
手
方
の
注
文
が

付
さ
れ
て
い
る
も
の
」（
消
費
税
法
施
行

目
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
の

「
消
費
税
率
引
上
げ
に
向
け
て
の
経
過
措

置
の
対
応
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
別
に

そ
の
概
要
や
要
件
な
ど
を
ま
と
め
、
そ
れ

ぞ
れ
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
と
と
も
に
3
回

に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

第
１
回
目
は
「
請
負
工
事
等
」
に
つ
い

て
で
す
。

２
．
請
負
工
事
等
の
経
過
措
置
の
概
要

　

消
費
税
法
上
、
請
負
に
よ
る
資
産
の
譲

渡
等
の
時
期
は
原
則
と
し
て
相
手
方
に
引

き
渡
し
た
日
も
し
く
は
役
務
の
全
部
を

完
了
し
た
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
消
費
税
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
税
率

の
引
上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
や
そ
の

反
動
等
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
平
成
8
年
10
月
1
日
か
ら
平
成
25	

と
い
う
）
以
降
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
は

8
％
の
税
率
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
取

引
の
場
合
は
施
行
日
以
降
の
譲
渡
等
に
つ

い
て
も
旧
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
経
過
措
置
」
と
い

い
ま
す
。

　

今
回
の
消
費
税
改
正
に
お
け
る
経
過
措

置
は
、
消
費
税
率
が
8
％
に
改
正
さ
れ
る

平
成
26
年
4
月
1
日
以
後
に
行
わ
れ
る
資

産
の
譲
渡
等
で
あ
っ
て
も
現
行
の
５
％
が

適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
を
定
め
て
い
る
も
の

で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
（
平
成

26
年
3
月
31
日
）
ま
で
に
締
結
し
た
契
約

に
基
づ
き
行
わ
れ
る
資
産
の
譲
渡
等
及
び

課
税
仕
入
れ
等
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
が

施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
経

過
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
当

該
資
産
の
譲
渡
等
及
び
課
税
仕
入
れ
等
に

つ
い
て
8
％
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
（
経
過
措
置
通
達
2
）。

　

経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
る
主
な
取
引
に

つ
い
て
は
、「
消
費
税
法
改
正
の
お
知
ら

せ
」（
国
税
庁
）
に
よ
り
い
く
つ
か
の
項

（
は
じ
め
に
）

　

消
費
税
法
改
正

に
伴
う
消
費
税
率

の
引
上
げ
は
、
消

費
税
率
及
び
地
方

消
費
税
率
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り

２
段
階
で
引
き
上

げ
る
こ
と
と
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
出
典
：
国
税
庁

「
消
費
税
法
改
正
の
お
知
ら
せ
」）

　

ま
た
、
国
税
庁
か
ら
「
平
成
26
年
4
月

１
日
以
後
に
行
わ
れ
る
資
産
の
譲
渡
等
に

適
用
さ
れ
る
消
費
税
率
等
に
関
す
る
経
過

措
置
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
法
令
解
釈
通

達
）」（
以
下
「
経
過
措
置
通
達
」
と
い
う
）

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
消
費
税
の
経
過
措
置
と
は
何
か

　

消
費
税
に
お
け
る
課
税
取
引
に
つ
い
て

は
、
課
税
資
産
の
譲
渡
等
の
時
期
に
よ
っ

て
適
用
す
る
税
率
が
決
ま
り
、
原
則
と
し

て
平
成
26
年
4
月
1
日
（
以
下
「
施
行
日
」

消費税率引上げに向けての経過措置の対応（第 1 回）
　

消
費
税
は
、
平
成
26
年
4
月
1
日
に
8
％
、
平
成
27
年
10
月
1
日
に
10
％
へ
と
2
回
に
わ
た
る

引
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

の
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に
止
め
る
た
め
、
価
格
転
嫁
対
策
、
経
過
措
置
な
ど
、
様
々
な

措
置
を
講
じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
取
引
に
つ
い
て
は
旧
税
率
が
適
用
さ
れ
る
「
経
過
措
置
」
の

対
応
方
法
等
に
つ
い
て
、
税
理
士
・
公
認
会
計
士
の
城
所
弘
明
氏
に
全
３
回
に
わ
た
り
解
説
を
い

た
だ
く
。

区分 /
適用開始 現　　行 平成 26 年

４月１日
平成 27 年
10 月１日

消費税率 4.0% 6.3% 7.8%

地方
消費税率

1.0%
（消費税額
の 25/100）

1.7%
（消費税額
の 17/63）

2.2%
（消費税額
の 22/78）

合　計 5.0% 8.0% 10.0%

　

消
費
税
の
本
則
に

よ
る
課
税
事
業
者
に

と
っ
て
、
こ
の
経
過

措
置
の
適
用
は
、
消

費
税
適
正
な
価
格
転
嫁
が
で
き
る
限
り
損

得
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

消
費
税
課
税
の
最
終
負
担
者
で
あ
る
一

般
消
費
者
に
と
っ
て
は
敏
感
な
問
題
に
な

り
ま
す
。

【
キ
ド
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】
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５
．
経
過
措
置
を
理
解
す
る
た
め
に

　　

次
の
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
の
請
負
工
事
等
に

係
る
契
約
の
取
引
に
つ
い
て
、
適
用
さ
れ

る
消
費
税
の
税
率
は
い
く
ら
で
し
ょ
う

か
？
お
答
え
く
だ
さ
い
。

た
す
工
事
等
の
契
約
で
あ
る
こ
と
が
要
件

で
す
。

①
工
事
等
の
契
約
が
指
定
日
（
平
成
25	

年
10
月
1
日
）
の
前
日
ま
で
に
締
結
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
工
事
等
の
契
約
に
基
づ
く
仕
事
の
完
成

に
長
期
間
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

③
工
事
等
の
契
約
に
係
る
仕
事
の
内
容
に

つ
き
相
手
方
の
注
文
が
付
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

④
工
事
等
の
契
約
に
基
づ
く
仕
事
の
目
的

物
の
引
き
渡
し
が
一
括
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

令
附
則
第
4
条
）
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

こ
の
経
過
措
置
の
対
象
と
な
る
契
約
は
建

設
請
負
工
事
契
約
だ
け
に
限
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
契
約
が
、
こ

の
経
過
措
置
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
建
設
業
に
係
る
工
事
の
請
負
に
係
る

契
約

②
製
造
請
負
に
係
る
契
約

③
測
量
、
地
質
調
査
に
係
る
契
約

④
工
事
の
施
工
に
関
す
る
調
査
、企
画
、

立
案
及
び
監
理
並
び
に
設
計
に
係
る

契
約

⑤
映
画
の
製
作
に
係
る
契
約

⑥
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
に
係
る
契
約

⑦
そ
の
他
請
負
に
係
る
契
約
（
委
任
そ

の
他
の
請
負
に
類
す
る
契
約
を
含
み

ま
す
。）

４
．
経
過
措
置
の
適
用
要
件

　

こ
の
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
た
め

に
は
、
次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
要
件
を
満

　

こ
の
経
過
措
置

の
対
象
と
な
る

「
請
負
工
事
等
」

に
係
る
契
約
は
、

多
数
存
在
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
経
過

措
置
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
契

約
の
締
結
の
際
に
適
用
要
件
等
を
し
っ

か
り
と
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
キ
ド
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

　

こ
の
経
過
措
置

の
適
用
を
受
け

る
場
合
に
は
契
約

の
相
手
方
に
対
し
、

そ
の
課
税
資
産
の
譲
渡
等
が
旧
税
率
の

適
用
を
受
け
た
こ
と
を
書
面
に
よ
り
通

知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

こ
の
通
知
は
契
約
書
や
請
求
書
等
に
そ

の
旨
を
表
示
す
る
こ
と
と
し
て
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

【
キ
ド
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

（
注
1
）そ
の
他
の
請
負
に
係
る
契
約
に
は
、
修
繕
、
運
送
、

保
管
、
印
刷
、
広
告
、
仲
介
、
技
術
援
助
、
情
報
の

提
供
に
係
る
契
約
が
含
ま
れ
ま
す
。

（
注
2
）
委
任
そ
の
他
の
請
負
に
類
す
る
契
約
に
は
、
検
査
、

検
定
等
の
事
務
処
理
の
委
託
、
市
場
調
査
そ
の
他
の

調
査
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
の
企
画
・
立
案
に
係
る
契

約
が
含
ま
れ
ま
す
。

（
注
3
）「
工
事
の
請
負
に
係
る
契
約
」
は
「
日
本
標
準
産
業

分
類
（
総
務
省
）
の
大
分
類
に
掲
げ
る
建
設
業
に
係

る
工
事
に
つ
き
、
そ
の
工
事
の
完
成
を
約
し
、
か
つ
、

そ
れ
に
対
す
る
対
価
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
契
約

を
い
う
も
の
と
す
る
」（
経
過
措
置
通
達
10
）
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
注
）上
記
３
①
の
契
約
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
適
用
要
件
を

満
た
せ
ば
以
後
の
②
か
ら
④
ま
で
の
要
件
を
問
い
ま

せ
ん
。

（
注
）上
記
３
の
②
か
ら
⑥
の
契
約
に
あ
っ
て
は
、
仕
事
の

性
質
上
、
そ
の
仕
事
が
完
了
す
る
ま
で
に
通
例
的
に

長
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
実
際
に
長
期
間
を
要
す
る
か
問
い
ま
せ
ん
。

ク
イ
ズ
で
す
！

役
職
：
所
長	

公
認
会
計
士
・
税
理
士
・
行
政
書
士

所
属
：
城
所
会
計
事
務
所

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

横
浜
国
立
大
学
を
卒
業
し
、
１
９
８
０
年
公
認
会
計
士
及

び
税
理
士
の
登
録
。

現
在
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
「
経
営
研
究
調
査
会
」
事

業
承
継
専
門
部
会	

部
会
長
、
日
本
商
工
会
議
所
「
税
制

専
門
委
員
会
」
学
識
委
員
。

著
書
に
は
、『
実
践	

経
営
改
善
計
画
の
進
め
方
』（
清
文

社
）、『
社
長
さ
ん
必
読
！
プ
ロ
が
教
え
る
事
業
承
継
の
税

金
と
法
律
』（
東
洋
経
済
新
報
社
）、

『
専
門
家
の
た
め
の	

Ｑ
＆
Ａ
経
営
承
継
円
滑
化
法
・
事
業

承
継
税
制
徹
底
活
用
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
等
が
あ
る
。

城
所 

弘
明
（
キ
ド
コ
ロ 

ヒ
ロ
ア
キ
）

ケース 適用税率 解　　　　　　　　　　説

Ａ ５％ 引渡しが施行日前なので５％が適用されます。

Ｂ ５％ 引渡しが施行日前なので5%が適用されます。

Ｃ ８％ 引渡しが施行日後なので８％が適用されます。

Ｄ ５％
引渡しが施行日後なので原則として８％が適用されますが、指定日前に請負契約を
締結しているため経過措置として５％が適用可能となります。
（注）　経過措置の適用を受けるためには、指定日の前日（平成 25 年 9 月 30 日）ま

でに請負契約を締結することが必要です。

Ｅ －
指定日前に請負契約を締結しているため経過措置として５％が適用可能ですが、契
約変更がある場合には原則として８％が適用されます。ただし、原契約の一部が有
効な場合には、有効な原契約部分は経過措置の５％が適用され、追加変更となった
部分については８％が適用されます。

解　
　

答
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地域経済指標・ＬＯＢＯ調査

★長井市の人口　平成25年6月30日現在
　人　口　28,772人（男 13,903人、女 14,869人）
　世帯数　9,756

地域経済指標地域経済指標
★山形県企業倒産状況 ★建築確認申請状況

★月別求人倍率・有効求人・有効求職の状況（パートタイムを含む全数）（負債総額 1,000 万円以上） （長井市）
【平成25年6月末現在】
負債額単位：百万円 【平成25年6月延べ面積単位：㎡】

【業種別】 件　数
※（　）は、西置賜の数字 ％ 負債総額

（百万円） ％

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 　

建 設 業 1　 16.7 25 0.6

製 造 業 2　 33.3 1900 42.8

卸 売 業

小 売 業 　

金融・保険業

不 動 産 業

運輸・通信業 2　 33.3 131 3.0

サービス業 　1　 16.7 2382 53.7

計 6　 100.0 4438 100.0
協力／㈱東京商工リサーチ山形支店 協力／ハローワーク長井

協力／長井市まち・住まい整備課

新　築 増改築

専用住宅
件　　数 9 8

延べ面積 1,350.53 873.35

併用住宅
件　　数 0 0

延べ面積 0.00 0.00

そ の 他
（工場・　
店舗含）

件　　数 1 0

延べ面積 5,673.36 0.00

合　　計
件　　数 10 8

面　　積 7,023.89 873.35
月

項目 Ｈ24.5月 ６月 ７月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 Ｈ25.1月 2 月 3 月 4 月 5 月
有効求人
倍　　率 0.59 0.66 0.72 0.65 0.66 0.67 0.76 0.74 0.71 0.81 0.84 0.69 0.71
有　　効
求 人 数 734 785 835 758 749 749 849 822 810 938 1,057 974 967
有　　効
求職者数 1,184 1,184 1,154 1,161 1,133 1,110 1,117 1,110 1,146 1,154 1,257 1,407 1,362

LOBO調査

産 業 別 概 況
【全国の6月調査速報】

［商工会議所早期景気観測調査］
※2013年6月14日〜20日に、全国の417商

工会議所が3,118企業などにヒアリング
（東北については、被災を免れた企業や被害が

軽微な企業から回答）
（内訳）建設業　475　製造業　745　卸売業　341
　　　　小売業　748　サービス業　809

業況ＤＩは、回復基調が続くも、足元では横ばいで推移

　6 月の全産業合計の業況ＤＩは、▲ 17.3 と、前
月から▲ 0.2 ポイントの横ばいで推移。中小企業の
景況感は、好調な建設業や回復傾向にある自動車を
はじめとする輸出関連企業に下支えされ、底堅い動
きとなっている。他方で、燃料（原油、ガス）や原
材料の価格上昇・高止まりに加え、人件費、電力料
金などのコストが増す中、価格転嫁が進まないとの
指摘もあり、中小企業の中には、依然として景気回
復の実感が乏しい状況も伺える。
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲13.7（今
月比＋ 3.6 ポイント）と、改善する見込み。消費税
引き上げを見据え住宅の駆け込み需要が本格化する
建設業や、自動車を中心に業績改善が進む製造業が
下支えし、持ち直しの動きは続く見込み。他方、燃料・
原材料の価格動向や電力料金の値上げなど懸念材料
は多く、一部では、景気回復の実感に乏しく、先行
きを不安視する声も聞かれる。

【建設業】「公共工事は増加しているが、人件費の高
騰により経営が圧迫されている」（一般工事業）、「耐
震工事やリフォーム、太陽光関連などの受注が好調」
（建築工事業）、「通信関連会社の設備投資増加に伴

い、問い合わせが増えているものの、技術職が不足
しており、対応できない」（電気通信工事業）

【製造業】「電力料金やガス代の負担が増加。また、
取引先からのコストダウン要請もあり、厳しい」（金
属熱処理業）、「被災地向けの海洋土木関連機械を中
心に、受注が伸びている」（一般機械製造業）、「受
注が回復傾向にあり、採算・資金繰りが好転。先行
きも好調が続く見込み」（自動車部品製造業）

【卸売業】「自動車関連が上向いているものの、仕入
コストの増大に伴い、利益が出ない」（機械工具卸
売業）、「公共工事の増加に伴い、建設業向けの引き
合いが増加」（計量器卸売業）、「仕入価格が上昇し
ているものの、上昇分の３割程度しか転嫁が進んで
いない」（鋼材卸売業）

【小売業】「好天が続き、気温も上昇したことから夏
物衣料が好調。高額品も堅調に推移しており、客単
価は上昇傾向」（百貨店）、「婦人服を中心に、価格
の高い商品の売れ行きが伸びている」（衣料品販売）、
「輸入商品の価格が上昇しており、採算が悪化。賃
金上昇の動きも乏しく、経営環境は厳しい」（商店街）

【サービス業】「消費税引き上げを見据え、早めに土
地を購入しようとする客が増加している」（不動産
業）、「光熱費や食料品などの仕入価格の上昇分を転
嫁したいが、客離れが見込まれるため、踏み切れな
い」（飲食店）、「国内観光客が堅調で、売上は増加。
他方で、客単価が伸び悩んでいる」（旅館業）



長井

長井ロボットプロジェクト責任監修

　

福
島
原
発
事
故
が
世
界
の
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
根
底
か
ら
変
え
た
。
世
界
最
高
峰
の
ヒ
ュ
ー

マ
ノ
イ
ド
を
作
っ
て
い
る
ホ
ン
ダ
に
は
、
福
島
第
一
原
発
に
「
ア
シ
モ
」
を
派
遣
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
で
は
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ

ド
へ
の
意
識
が
変
わ
り
、
軍
事
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
研
究
開
発
で
培
っ
た
最
先
端
技
術
を

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
開
発
に
活
か
そ
う
と
動
き
始
め
て
い
る
。（
〜
以
下
、
本
文
は
小
関
博
資
・

昌
和
製
作
所
社
長
）

☆

　

前
回
、
災
害
救
助
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
た
が
今
回
は
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
大
幅

に
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
るD

ARPA

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

D
ARPA

と
は
、
ア
メ
リ
カ
国
防
高
等
研
究
計
画
局
（D

efense	Advanced	
Research	Projects	Agency

）
の
略
称
。
軍
隊
向
け
の
新
技
術
研
究
開
発
を
行
う
ア

メ
リ
カ
国
防
総
省
の
機
関
で
あ
る
。

　

世
界
中
で
活
用
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
開
発
し
た
こ
と
で
有
名
に
な
っ

た
。

　

こ
の
機
関
は
軍
か
ら
は
独
立
し
て
い
て
、
大
統
領
直
轄
に
な
っ
て
い
る
た
め
独
創
的
な
研

究
が
行
え
る
。
年
間
予
算
は
約
３
０
０
０
億
円
でD

ARPATech

と
い
う
一
般
公
募
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
何
と
軍
ど
こ
ろ
か
ア
メ
リ
カ
国
籍
が
無
く
て
も
参
加
が
で
き
る
。

　

軍
向
け
の
開
発
と
い
う
テ
ー
マ
に
限
定
さ
れ
る
が
、
書
類
審
査
を
通
過
す
れ
ば
数
億
円
単

位
で
開
発
費
が
支
給
さ
れ
研
究
に
専
念
で
き
る
。
そ
の
た
め
常
時
約
３
０
０
０
人
が
一
般
公

募
で
開
発
に
従
事
し
て
い
る
。
し
か
も
一
般
公
募
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
研
究
内
容
は
成

果
に
つ
い
て
も
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
英
語
が
理
解
で
き
れ
ば
、http://w

w
w
.

darpa.m
il/

の
サ
イ
ト
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
２
０
０
４
年
に
開
催
さ
れ
た
無
人
自
動
車
レ
ー
ス

を
大
々
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

D
ARPA

グ
ラ
ン
ド
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
名
称
で
行
わ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
レ
ー
ス

で
96
㎞
の
障
害
コ
ー
ス
を
６
時
間
以
内
に
完
走
す
る
競
技
。
２
０
０
４
年
に
完
走
し
た
も
の

は
無
か
っ
た
。
２
０
０
７
年　

第
三
回
大
会
で
６
チ
ー
ム
が
完
走
。
優
勝
し
た
カ
ー
ネ
ギ
メ

ロ
ン
大
学
に
は
２
億
円
が
与
え
ら
れ
た
が
、
開
発
に
投
じ
た
費
用
は
４
億
円
以
上
だ
っ
た
と

い
う
。（
写
真
①
）

　

ち
な
み
に
日
本
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
の
研
究
は
30
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
の
1

月
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
見
本
市
で
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
実
験
機
を
公
開
し
て
い
る
。

　

海
外
主
に
欧
米
諸
国
で
は
今
ま
で
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
と
こ
の
よ
う
な
車
輪
型
が
最
も
有
効

と
考
え
ら
れ
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
否
定
的
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
道
路
が
無
い
と
こ
ろ
だ
と
車

輪
型
や
戦
車
型
は
、
う
ま
く
機
能
し
な
い
こ
と
が
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
レ
ー
ス
を
通
し
て
認
識
さ

れ
、
海
外
で
も
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
へ
と
移
行
し
始
め
て
い
る
。
更
に
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
が
、
福
島
原
発
事
故
で
あ
る
。
が
れ
き
や
障
害
物
、
階
段
に
対
し
て
今
ま
で
開
発
さ
れ

た
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
あ
ま
り
に
も
無
力
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
の
事
故
が
起
き
る
こ
と

を
憂
い
、D

ARPA

で
は
新
た
な
企
画
を
考
案
発
表
し
た
。
そ
れ
が
競
技
会
形
式
の
災
害

用
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「Robotics	Challenge

」
で
あ
る
。
世
界
中
誰
で

も
参
加
可
能
、
優
勝
賞
金
は
２
０
０
万
ド
ル
。
昨
年
4
月
に
公
表
さ
れ
、
現
在
も
進
行
中
で

あ
る
。
競
技
項
目
の
一
例
は
下
記
に
な
る
。	

・
業
務
用
車
を
現
場
で
運
転
し
、
下
車
し
て
が
れ
き
の
上
を
移
動
で
き
る

・
入
り
口
を
ふ
さ
ぐ
が
れ
き
を
除
去
、
ド
ア
を
開
け
て
建
物
の
中
に
入
る

・
工
場
用
ハ
シ
ゴ
を
上
り
通
路
を
移
動
す
る
。

・
道
具
を
用
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
を
突
破
す
る
。

・
漏
れ
て
い
る
パ
イ
プ
を
発
見
し
、
近
く
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
る
。

・
冷
却
用
ポ
ン
プ
部
品
を
交
換
す
る
。

　

な
ど
の
タ
ス
ク
を
実
行
す
る
競
技
で
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
必
然
的
に
人
型
ロ
ボ
ッ
ト

に
な
る
。
競
技
の
説
明
会
で
は
、
こ
の
内
容
は
福
島
原
発
事
故
対
策
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
の

こ
と
。

　

一
般
公
募
は
昨
年
5
月
か
ら
開
始
さ
れ
一
次
書
類
審
査
を
通
過
し
た
も
の
が
、
昨
年
10
月

か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
を
実
施
中
で
あ
る
。

・
フ
ェ
ー
ズ
1
：
２
０
１
２
年
10
月
1
日
か
ら
２
０
１
３
年
末
ま
で
の
15
ヶ
月
間

・
フ
ェ
ー
ズ
2
：
２
０
１
４
年
元
旦
か
ら
２
０
１
４
年
末
ま
で
の
12
ヶ
月
間

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
な
の
で
実
機
は
無
い
が
最
終
的
に
選
抜
さ
れ
た
６
体
の
ロ
ボ
ッ

ト
は
ア
メ
リ
カ
政
府
よ
り
資
金
提
供
さ
れ
製
作
さ
れ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
表
さ
れ
た
と
き
、
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
関
係
者
で
は
か
な
り
話
題

に
な
っ
た
が
さ
す
が
に
日
本
の
メ
ー
カ
ー
や
研
究
者
か
ら
参
加
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の

一
つ
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
製
作
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
兵
器
に
転
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
か
ら
。

　

日
本
の
大
学
や
公
的
研
究
機
関
で
は
、
軍
用
目
的
の
研
究
開
発
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

自
分
た
ち
の
研
究
を
原
発
事
故
復
旧
の
役
に
立
て
た
い
。
し
か
し
今
の
立
場
で
は
そ
れ
が
で

き
な
い
。そ
う
考
え
た
東
京
大
学
の
研
究
者
は
、大
学
を
離
れ
起
業
し
て
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
挑
戦
し
て
い
る
。
書

類
選
考
で
落
と
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
の
に
で
あ
る
。
し
か
し

無
事
通
過
現
在
フ
ェ
ー
ズ
１
に

挑
戦
中
で
あ
る
。(

写
真
②)

　

日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
最
終
審

査
ま
で
勝
ち
残
り
、
原
発
事
故

現
場
で
活
躍
す
る
こ
と
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

次
回
は
こ
の
よ
う
な
災
害
向

け
に
開
発
さ
れ
て
い
る
日
本
の

ロ
ボ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
い
。

①約 4 億円で開発したロボット
カー　カーネギメロン大学
＊場所を指定すれば平均時速22km
で完全自律走行できる

トヨタ自動車　レクサスベースの
ロボットカー　全方位 360°認識す
るので安全性は高い

災害用ロボット競技会〝ロボティ
クスチャレンジ〟イメージ画像

DARPA開発中の人型ロボット
ATLAS　身長 180cm
　　　　 体重 150kg

②東京大学から起業したベンチャー企業　SCHAFT　既にこの写真
のような実機を製作している　方式は違うがAtlas とほぼ同じ大
きさである
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長
井
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
（
横
澤
泰
雄

会
長
）
は
、
Ｔ
Ａ
Ｓ
を
会
場
に
平
成
25
年

度
通
常
総
会
を
開
催
。
総
会
終
了
後
に
一

般
参
加
者
を
募
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

を
実
施
し
た
。
講
師
に
東
北
エ
ネ
ル
ギ
ー

懇
談
会
の
関
口
哲
雄
専
務
理
事
を
招
き
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る
」
と
題
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
地
球
温
暖
化
防

止
、原
子
力
政
策
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
実
現
性
、
供
給
コ
ス
ト
な
ど
様
々
な
切

り
口
か
ら
講
演
し
た
。

　

本
町
・
中
央
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
桑

島
一
郎
会
長
）
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
平

成
25
年
度
の
定
例
総
会
を
開
き
、
平
成
24

年
度
事
業
・
決
算
報
告
及
び
平
成
25
年
度

計
画
・
予
算
案
を
承
認
、
併
せ
て
、
旧
小

池
医
院
曳
移
転
に
伴
う
利
活
用
に
向
け
た

長
井
ま
ち
づ
く
り
基
金
申
請
に
関
し
、
特

別
会
計
予
算
を
上
程
し
た
。
議
事
終
了
後
、

街
路
事
業
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
県
か

ら
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
協
議
会
で
定
め

る
景
観
協
定
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

長
井
商
工
会
議
所
が
推
進
す
る
「
お
も

て
な
し
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
中
心
市

街
地
の
女
将
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
で
き
る

〝
お
も
て
な
し
〟
に
つ
い
て
取
り
組
む

「
お
し
ょ
う
し
な
会
議
」
が
ま
ち
の
楽
校

本
町
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
新
た
に

豊
い
ず
み
さ
ん
（
㈱
サ
ン
十
字
）
を
メ
ン

バ
ー
に
加
え
実
施
し
た
会
議
の
中
で
、
過

去
９
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、
今
後
の

活
動
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
今
後

は
当
所
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〝
バ
ー
ニ
ッ
ク
・

ナ
ガ
イ
〟
を
活
用
し
た
の
ぼ
り
旗
や
マ
ッ

プ
を
取
り
入
れ
た
事
業
展
開
を
図
る
構
え
。

6/25

総
会
と
講
演
会
開
催

エネルギー
懇 談 会

7/1

7/10

定
例
総
会
開
催

お
し
ょ
う
し
な

会
議
開
催

本町・中央まち
づくり協議会

　

長
井
駅
前
通
り
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
横
山
寛
道
会
長
）
は
、
昨
年
12
月
設
立

後
初
の
通
常
総
会
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

き
、
平
成
24
年
度
事
業
・
決
算
報
告
と
平

成
25
年
度
計
画
・
予
算
案
に
つ
い
て
満
場

一
致
で
承
認
し
た
。
本
協
議
会
は
、
現
在

事
業
進
行
中
の
都
市
計
画
道
路
粡
町
成
田

線
の
街
路
事
業
に
続
き
、
駅
前
通
り
の
街

路
事
業
採
択
を
目
指
す
べ
く
活
動
。
今
年

度
は
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
研
修
会
や
視

察
を
実
施
す
る
予
定
。
議
事
終
了
後
、
県

の
担
当
者
か
ら
街
路
事
業
に
係
る
各
地
の

事
例
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

7/3

通
常
総
会
開
催

長 井 駅 前 通 り
まちづくり協議会

おもてなし
事 業

●長井エネルギー懇談会主催の講演会

●着々と進む街路事業によるまちづくりを図る本町・中央まちづくり協議会

●駅前通りの街路事業採択を目指す長井駅前通りまちづくり協議会

●中心市街地の女将さんたちで結成されたおしょうしな会議
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長
井
商
工
会
議
所
女
性
会
（
鈴
木
富
美

子
会
長
）
は
長
井
お
ど
り
大
パ
レ
ー
ド
に

参
加
。
事
前
に
練
習
を
重
ね
た
16
名
の
踊

り
手
が
パ
レ
ー
ド
に
加
わ
っ
た
。
昨
年
、

振
付
・
曲
を
一
新
し
た
が
雨
で
中
止
と
な

り
、
新
し
い
踊
り
の
初
披
露
と
な
っ
た
今

年
の
大
パ
レ
ー
ド
。
開
始
前
か
ら
雨
に
た

た
ら
れ
予
定
時
間
よ
り
早
め
に
終
了
と

な
っ
た
も
の
の
、
女
性
会
の
参
加
者
全
員

が
ゆ
か
た
と
た
す
き
で
揃
え
、
祭
り
に
花

を
添
え
、
駅
前
通
り
の
パ
レ
ー
ド
を
大
い

に
盛
り
上
げ
た
。

　

東
北
六
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

総
会
横
手
大
会
が
秋
田
ふ
る
さ
と
村
内
の

各
施
設
で
開
催
さ
れ
、
当
所
女
性
会
か
ら

会
員
10
名
が
参
加
し
た
。
会
員
大
会
終
了

後
の
講
演
会
で
は
、
秋
田
県
立
大
学
の
客

員
教
授
で
も
あ
る
俳
優
の
永
島
敏
行
氏
が

「
今
こ
そ
見
せ
よ
う
東
北
の
底
力
〜
農
商

工
連
携
に
よ
る
東
北
の
復
興
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
農
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の

自
身
の
活
動
と
各
地
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

日
帰
り
の
強
行
軍
の
中
で
も
懇
親
会
に
参

加
し
、
東
北
の
女
性
経
営
者
た
ち
と
の
絆

を
深
め
た
。

　

長
井
商
工
会
議
所
青
年
部
会
（
鈴
木
英

明
会
長
）
は
、
県
内
の
商
工
会
議
所
青
年

部
と
の
連
合
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
「
商
工

会
議
所
青
年
部
第
11
回
全
国
サ
ッ
カ
ー
大

会
千
葉
大
会
」
に
出
場
し
た
。
同
会
で
は

平
成
28
年
度
の
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
招
致

を
目
指
し
て
お
り
、
今
回
そ
の
た
め
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
て
の
大
会
参

加
と
な
っ
た
。
山
形
県
連
チ
ー
ム
は
予
選

リ
ー
グ
を
１
位
で
突
破
し
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
臨
ん
だ
が
、
過
去
3
回
の
優
勝
経

験
を
有
す
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
日
立
に
0
─

4

で
初
戦
敗
退
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

長
井
商
工
会
議
所
青
年
部
会
主
催
の

「
馬
肉
の
祭
典
・
な
が
い
夏
祭
」
が
長
井

駅
前
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
で

賑
わ
っ
た
。〝
馬
肉
の
マ
チ
・
長
井
〟
を

子
供
を
中
心
に
幅
広
い
世
代
に
ア
ピ
ー
ル

し
よ
う
と
、
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

馬
肉
料
理
の
屋
台
出
店
や
、
乗
馬
体
験
、

ラ
イ
ブ
演
奏
会
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

当
所
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
バ
ー

ニ
ッ
ク
・
ナ
ガ
イ
」
の
ぬ
り
絵
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
約
２
０
０
枚
の
ぬ
り
絵
が
当

日
持
参
さ
れ
、
会
場
に
飾
ら
れ
た
。

7/6

長
井
お
ど
り
に
参
加

女性会

7/11

7/14

7/21

東
北
大
会
が

横
手
で
開
催

サ
ッ
カ
ー
全
国

大
会
参
加

馬
肉
の
祭
典

な
が
い
夏
祭

女性会

青年部会

青年部会

●長井おどり大パレードに参加した当所女性会

●秋田県横手市で開催された女性会東北大会

●山形県連チームのサッカー練習風景

●大勢の家族連れで終日賑わったながい夏祭
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平成 25 年度　小規模事業者活性化
補助金の公募を開始します

まちなかを活性化させる事業を支援します！
【第２次募集のお知らせ】

中小企業庁
　小規模事業者が、女性や若手の経営者・従業員の感性やアイ
デア等を生かした新商品・新サービスを開発し、早期に市場取
引を達成することが見込まれる取組を支援することを目的とし
て、平成 25 年度小規模事業者活性化補助金を実施します。

平成 25年度まちなか活性化事業補助金とは

【事業概要】
　多様なニーズに着目した小規模事業者が行う、早期に市場取引を達
成することが見込まれる新商品・新サービスの開発等に要する経費の
一部を補助します。
補 助 率：補助対象経費の 2/3 以内
補助上限額：200 万円（下限 100 万円）
補助事業期間：交付決定日から平成 26 年 2 月 3 日㈪まで

【公募期間】
　平成 25 年 6 月 28 日㈮〜平成 25 年 8 月 16 日㈮
※郵送・宅配便により応募ください（受付最終日の 17:00 までに必着
のこと）。	

【応募方法】
　公募要領等の詳細は、以下の小規模事業者活性化補助金事務局の
ホームページをご参照ください。 http://www.shokibo-kassei.jp/	

お問い合わせ先
東北経済産業局新事業促進室
〒 980-8403　仙台市青葉区本町 3-3-1	仙台合同庁舎 5階
TEL：022 － 221 － 4923（直通）　FAX：022 － 215 － 9463

　商業者組織等が連携して、地域資源を活用しながら行う集客力向上
及びまちなかの活性化を目的とした事業を支援します。

事業の概要
　１　申請期間が定められています。
　平成 25 年 7 月１日月曜日から平成 25 年 10 月 31 日木曜日まで
に、商工振興課へ申請書類を提出ください。
　ただし、上記期間中は随時受付および交付の決定等手続きを行
うこととし、期間途中に交付決定額が予算額に達した場合は、予
告なく申請の受付を終了することがあります。
２　対象者は、商業者が主体となっている組織に限ります。
→組織の会員等の過半数が、小売商業者又はサービス業に属する
事業を営んでいる団体とします。
３　補助上限額は 20 万円で、補助対象経費の 5分の 4を超えない
額とします。

◆お問い合わせ◆
　長井市商工振興課　商業労政係
　TＥL　８７－０８２６（直通）
　FＡX　８８－５９１４
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事　業　所　名 前代表者 新代表者

㈱タ ス パ ー ク ホ テ ル 横 澤 浩 次 横 澤 泰 雄

㈱深 澤 モ ー タ ー ス 深 澤　 哲 深 澤　 実

㈱ヨークベニマル長井店 渡 部 浩 二 山 田 幸 弘

㈱川　　村　　部　　品 川 村 栄 吉 星 野 則 之

東 金 工 業 ㈱ 山 形 工 場 工 藤 忠 弘 小田切秀憲

●代表者名変更のお知らせ （敬称略）

➡

➡

➡

➡
➡

　

７
月
の
豪
雨
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
「
長
井
は
災
害
の
な
い
ま
ち
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
災
害
に
加
え
、
ク
マ
の
出
没
や
活
断
層
の
存
在
な
ど
に

つ
い
て
も
考
え
る
と
、「
安
全
神
話
」
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
こ

と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
古
来
よ
り
長
井
の
歴
史
は
、

洪
水
と
の
戦
い
の
記
録
で
も
あ
り
ま
し
た
。
２
５
０
年
の
時
を

経
て
現
在
も
置
賜
野
川
河
岸
に
そ
の
姿
を
残
す
「
平
山
の
締
切

堤
防
遺
構
」
は
、宝
暦
七
年
（
１
７
５
７
年
）
の
大
洪
水
を
き
っ

か
け
に
藩
や
幕
府
の
資
金
に
よ
っ
て
大
工
事
の
末
完
成
し
た
堤

防
で
す
が
、
そ
の
後
明
治
38
年
（
１
９
０
５
年
）
ま
で
の
４
回

の
大
洪
水
で
、
決
壊
と
補
修
を
繰
り
返
し
た
と
の
こ
と
。
も
っ

と
も
、
そ
う
し
た
史
実
を
ひ
も
解
く
ま
で
も
な
く
、
長
井
の
伝

統
で
あ
る
黒
獅
子
を
見
れ
ば
、
い
か
に
長
井
の
人
々
が
水
を
畏

れ
、
克
服
し
て
き
た
の
か
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

　

水
道
の
蛇
口
か
ら
出
る
お
い
し
い
水
を
飲
む
た
び
に
、
長
井

の
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
つ
つ
、
先
人
に
対
す
る
敬
意
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
Ｔ
・
Ｕ
）

編

後

集

記

事業所名 代表者 住　　所 部会

㈱彩　　　　木 松 木 二 男 長井市九野本1274-1 建 設

ようこそ！新入会員 （敬称略）

旧事業所名 新事業所名

財 団 法 人日本 電 信 電 話
ユーザ協会置賜地区協会

公益財団法人日本電信電話
ユーザ協会置賜地区協会

●事業所名変更のお知らせ

➡

７月の常議員会
　　　　■日　時　7月 19 日㈮
　　　　■出席者　13 名
　　　　■議　題　（すべて承認）

第１号議案
　会員加入承認について（１事業所）
第２号議案
　第 15 議員選挙負担金について
（１号・２号・３号各議員の選挙負担金を３万円とする。）

【報告事項】
　○第15期議員選挙ならびに選任日程について（予定）

＊ ご推薦ください。優良従業員 ＊

受賞候補者　推薦受付開始　締切／9月 30 日㈪
　永く勤めている優秀な従業員を事業主の推薦によ
り商工会議所が表彰します

１．対象となる方
　●勤続 10 年以上 30 年未満

　同一事業所において、10 年以上勤続し、販売の
促進、生産の増強、作業能力の推進を行い、業務
に精励恪勤で、他の模範となる方。【長井商工会議
所会頭表彰】

　●勤続 30 年以上の特に優秀な方
日本商工会議所会頭・長井商工会議所会頭　連名表彰

２．推薦人数
　１事業所からの推薦人数の制限はありません。

３．事業所負担金
　勤続 40 年〜 5,000 円　　勤続 35 年〜 4,500 円
　勤続 30 年〜 4,000 円　　勤続 25 年〜 3,500 円
　勤続 20 年〜 3,000 円　　勤続 15 年〜 2,500 円
　勤続 10 年〜 1,500 円

４．推薦方法
　今月号本誌折り込みの推薦書に必要事項を記入の
上、商工会議所にご提出下さい。（用紙が足りない場
合はコピーしてご使用ください）

５．受付締切
　9月 30 日㈪（厳守）

【お問い合わせ】
　長井商工会議所総務課　今野　TEL：84－ 5394
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●地域産業資源活用事業化促進事業
　

大
阪
市
浪
速
区
の
「
新
世
界
串
か
つ
振
興

会
」
主
催
の
『
第
2
回
串
か
つ
グ
ラ
ン
プ

リ
』
に
長
井
商
工
会
議
所
が
提
案
し
た
「
馬

肉
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
串
」
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
商

品
化
さ
れ
て
い
る
。
7
月
20
日
の
開
幕
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
加
盟
店
12
店
舗
で
販
売
さ
れ
る

12
品
目
の
ご
当
地
食
材
を
使
っ
た
串
か
つ
が

紹
介
さ
れ
、
バ
ー
ニ
ッ
ク
・
ナ
ガ
イ
も
大
い

に
ア
ピ
ー
ル
。
グ
ラ
ン
プ
リ
開
催
期
間
は
8

月
末
ま
で
で
、
一
番
出
品
数
が
多
か
っ
た
商

品
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
す
る
。

串
か
つ

グ
ラ
ン
プ
リ
出
馬
！

●
大
阪
人
も
絶
賛
！

　
「
馬
肉
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

串
」
１
５
０
円

●「
馬
肉
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

串
」
応
援
よ
ろ
し
く

ニ
ッ
ク
！

ウマドキ通信 「ながい馬肉の日」
マスコット・キャラクター
バーニック・ナガイ

バーニック・ナガイ活動報告

バーニック・ナガイ出没予報

「山形日和。」イベント〝食べっしゃ
kenji 号で行く山形味めぐり〟でおも
てなしをしました。（今泉駅）
大阪市・新世界串かつ振興会主催「串
かつグランプリ」開幕イベントで「馬
肉チャーシュー串」をＰＲしてきまし
た。
長井商工会議所青年部会主催「馬肉の
祭典・ながい夏祭」に出演しました。（長
井駅前）
大正大学人文学部フィールドワークで
講師を務めました。（中央会館）

あらまち薬師子ども祭りのドタバタ劇に出演します。
串かつグランプリ中間発表イベント（大阪市浪速区）に登場します。
タウン情報誌「ヨミウリウェイ」に載ります。
ながい馬肉の日制定記念「馬肉食うべの会」に登場します。

◆ 7／6

◆ 7／20

◆ 7／21

◆ 7／26

◆ 8／1
◆ 8／9
◆ 8／10
◆ 8／29

大阪
新世界

馬肉料理

コンテスト

　長井商工会議所会員で馬肉関連食品を取り扱っている
事業者であればどなたでも申込できます。広くＰＲでき
るチャンスです。ぜひご応募ください。

 【お問い合わせ】
　長井商工会議所　中小企業相談所　地域振興係

（梅津・山口）　TEL：84− 5394

 8 月 23 日　申込締切
 8 月 29 日　エントリー内容公開
　　　　　　応援メッセージ受付
 9 月下旬　審査
 9 月 30 日　審査結果通知
10 月 19 日　審査結果発表

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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有料広告

有料広告




